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阿倍野区社協だより

阿倍野区社協だよりは、共同募金配分金を活用して作成しています。◎阿倍野区社協だより「えいち」に対する感想やご意見がございましたら、お気軽にお寄せください。
TEL.０６‒６６２８‒１２１２　FAX.０６‒６６２８‒９３９３ 

えいち
社会福祉法人 大阪市阿倍野区社会福祉協議会

大阪市阿倍野区帝塚山１－３－８  阿倍野区在宅サービスセンター内
TEL.06-6628-1212   FAX.06-6628-9393 

『えいち』の命名は、
「健康（Health）で
希望（Hope）にあふれる
人類愛（Humanity）に満ちた
幸せ（Happiness）をめざして
助け合う（Help）
我が町（Home town）阿倍野」
の頭文字 Hから
『えいち（英知）』と名付けました
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検索阿倍野区社会福祉協議会

社会福祉法人  大阪市阿倍野区社会福祉協議会は、設立7 0周年を迎えました社会福祉法人  大阪市阿倍野区社会福祉協議会は、設立7 0周年を迎えました

ご あ い さ つご あ い さ つ

地域のみなさんとともに歩んだ7 0年地域のみなさんとともに歩んだ7 0年

長く社会と関わっていない
仕事がなかなか決まらない
子どもの進路や将来が心配（不登校・高校中退）
経済的な不安や悩みがある
不安定な雇用のため生活が安定しない  など

かかえこまずに、まずはご相談ください
セーフティーネットを活用し、あなたを応援いたします

新型コロナウイルス感染症の影響で
　生活にお困りの方の相談も受け付けています

新型コロナウイルス感染症の影響で
　生活にお困りの方の相談も受け付けています
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区内にお住まいで、
不安定な雇用形態や低収入のため、
生活に不安を感じている方

阿倍野区役所 １階７番窓口 TEL.06-6622-9795
月～金曜日　
【相談用メールアドレス】abeno-konkyu@dune.ocn.ne.jp

午前9時～午後5時30分（祝日、年末年始を除く）

TEL.06-6627-4600

永岡 正己

大阪市阿倍野区
社会福祉協議会

会長

社会福祉法人

生活保護
受給中の方は

担当ケースワーカー
にご相談ください

生活保護
受給中の方は

担当ケースワーカー
にご相談ください

下 記 の 窓 口 で は 、い つ で も 受 け 付 け て い ま す下 記 の 窓 口 で は 、い つ で も 受 け 付 け て い ま す

食品寄付に関する注意点…食品寄付に関する注意点… ①賞味期限が１ヶ月以上あるもの  ②常温で保存可能なもの  ③未開封であること①賞味期限が１ヶ月以上あるもの  ②常温で保存可能なもの  ③未開封であること

「こども食堂」とは、地域の子どもたちに食事を提供し、地域の交流拠点と居場所づくりに取組む、地域が主体となった活動です。「こども食堂」とは、地域の子どもたちに食事を提供し、地域の交流拠点と居場所づくりに取組む、地域が主体となった活動です。

1951（昭和 26）年、戦後の復興がまだ続くこの時代に、阿倍野区での地域福祉の推進に
取組む団体として阿倍野区社会福祉協議会が設立され70年を迎えました。
新型コロナウイルス感染症の影響で、本来ならみなさんとともに祝う記念式典を行うこと
ができなくなりましたが、現在作成中の記念誌で70年の歩みを振りかえる予定です。
この紙面では、70年の主なできごとをまとめてみました。

●1951（昭和26）年1月31日設立
事務局は、阿倍野区役所に置かれる

●地区社協強化のための規約改正
●王子地区が「地域福祉活動モデル地区」の指定を受ける
●阿倍野区婦人ボランティアスクールを開講し、修了生でボラ
ンティアグループを結成

●丸山地区が「モデル地区」指定、さらに長池地区（’79年）高松
地区（’83年）と続く

●丸山地区で配食型の高齢者食事サービスを開始
●市内初の「ボランティア・ビューロー」を設置し、事務局を
「育徳コミュニティセンター」に置く
●広報紙「えいち」創刊
●阪南地区で会食型の高齢者食事サービスが開始
●ボランティア・ビューローの運営が区社協に移管
●社会福祉法人として新たなスタート
●帝塚山の現在地に「阿倍野区在宅サービス
センター」竣工、区社協事務局となる。在宅介
護支援センター、通所介護事業等を開始

●「おもちゃ図書館」が区社協にオープン
●「介護保険制度」がスタート。居宅介護支援事業所を設置
●小地域ネットワーク活動の取組みを地区社協とともに推進。
以降、地域ネットワーク委員会の設置とネットワーク推進員
の配属もはじまる

●50周年記念事業
●広く区民に参加を呼びかけて「阿倍野区地域
福祉行動計画」を策定。4つの行動グループが
具体的な地域活動を開始

●「地域包括支援センター」を設置
●60周年記念事業
●地域福祉コーディネーターの配属が地域ではじまる。
「あべの安全安心・見守りささえ合い隊事業」がスタート。
地域での要援護者名簿の登録がはじまる

●区内の４つの福祉イベントが「あべのつながりフェスタ」
として同時開催

●地域での「わいわいトーク（住民懇談会）」の意見を盛り込み、
「阿倍野区地域福祉計画」を策定
●「見守り相談室」を設置。
コミュニティ・ソーシャル・ワーカーが配属される

●「あべのボランティア・活動センター」がオープン
●認知症初期集中支援推進事業が開始。
愛称は「あべのオレンジチーム」

●新型コロナウイルス感染症対
策の中で、各地域で工夫をこ
らした地域活動が行われる

●設立70周年を迎える
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西暦 主 な で き ご と

　阿倍野区社会福祉協議会はこのたび70周年を
迎えることになりました。1951（昭和26）年1月
31日に社会福祉事業法制定にもとづいて設立され
てから、今日まで区の地域福祉の推進を目的とし
て歩んでまいりました。これもひとえに区民の皆様、
関係団体の皆様、歴代会長はじめ役員の皆様のご
支援・ご協力の賜物と心よりお礼申しあげます。
　今はコロナ感染拡大が続き、緊急事態宣言が出
される中で、皆様、心配の多い日々を過ごしておら
れることと思います。早く収束して、明るい日々が
やって来ますように、そして広がる生活困難な状態
が解決しますように祈念しております。
　区社協では、地区社協活動、社会福祉施設・団体、
ボランティア・ＮＰＯ、地域包括支援、見守り支援、
老人福祉センターの事業など、様々な活動を通して、
暮らしを支え、地域のつながりを共につくる活動を
行なっています。今はいつもどおりの活動が出来
ませんが、離れていてもつながり合う方法も工夫し
て、必要な方に支援が届くように取り組んでいます。
どうぞ何でもご相談ください。
　70周年にあたり、皆様と共にこの時代をのり
越え、知恵を出し合って必要な活動を生み出し、
誰もが安心して幸せに暮らせる地域福祉
の発展に努力したいと思います。これ
からもご支援のほど、よろしく

お願い申しあげます。

70周年に際し、地区社会福祉
協議会活動に貢献があり、こ
れまでの記念大会で表彰を受
けていない方々に表彰状・感謝
状をお渡しします。

表彰状を受けられた方
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感謝状を受けられた方

区社協・地区社協役員

老人福祉センター
（阪南町5-12-26）
老人福祉センター
（阪南町5-12-26）

常盤西会館
（松崎町1-2-50）
常盤西会館

（松崎町1-2-50）
仕事・生活・自立相談あべの
（阿倍野区役所1階 7番窓口）
仕事・生活・自立相談あべの
（阿倍野区役所1階 7番窓口）

阿倍野区社会福祉協議会
（帝塚山1-3-8）

阿倍野区社会福祉協議会
（帝塚山1-3-8）

2005年から翌年にかけて、「みんなで支えあいながら、自分らしく
安心して暮らせる地域づくり」をめざす、阿倍野区地域福祉行動計
画を策定。あいちゃんは、策定委員会広報紙「きずな」に登場する
イメージキャラクターとして誕生しました。
福祉イベント「あべの愛♡博覧会」（のちに「つながりフェスタ」の
一員となる）で名前を募集し、「あいちゃん」と命名。2006年３月
に計画は策定され、その後あいちゃんは、阿倍野区社会福祉協議
会のマスコットキャラクターとなりました。

◎マスコットキャラクター「あいちゃん」の誕生まで◎マスコットキャラクター「あいちゃん」の誕生まで

「 こ ど も 食 堂 」「 こど も 食 堂 」コロナ禍だからこそ…コロナ禍だからこそ… がんばっています！がんばっています！
・・・・・・・阿 倍 野 区 内 の 居 場 所 も 少 しず つ 増 えて き ま し た・・・・・・・・・・・・・・阿 倍 野 区 内 の 居 場 所 も 少 しず つ 増 えて き ま し た・・・・・・・

仕事•生活•自立相談あべの

仕事・生 活・自 立 相 談 あ べ の

阿倍野区見守り相談室

そのお困りごと、ご相談ください！
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A n n i v e r s a r y

!

1

ご家庭などで消費しきれない食品（例えば贈答品や、つい買いすぎてしまったもの）などを持ち寄り、
こども食堂や団体・個人等を支援する活動です。

ご家庭などで消費しきれない食品（例えば贈答品や、つい買いすぎてしまったもの）などを持ち寄り、
こども食堂や団体・個人等を支援する活動です。

不定期
阪南町3-29-7
不定期
阪南町3-29-7

毎週火曜日 
16：00～18：30
阪南町1-2-1

毎週火曜日 
16：00～18：30
阪南町1-2-1

要 援 護 者 名 簿 へ の 同 意 確 認と名 簿 整 備
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たくさんの方においしい食事を楽しく
食べてほしいという思いでオープン
しましたが、コロナ禍での開催
が難しく、今はお弁当という
形で温かい食事を提供さ
れています。 コロナ禍、地域の会館に移転することとなりました。

ますます人と人とのふれあいを大事に地域でこども
を見守り支えるという熱い思いでされています。

こんな時だからこそ地域住民が気軽に
参加できる居場所をオープンしまし
た。こども達と高齢者が交流で
きる工夫を地域とボランティ
アが考え運営されています。

　日頃の見守り活動や地域のつながりづくりのため、阿倍野
区社協の中に「見守り相談室」が設置されています。
　ご本人、ご家族、地域の方、気になることがございましたら、
まずはお気軽にご相談ください。

行政が保有する行政情報をもとに、対象者へ同意書を発送します。
本人の同意を確認し、要援護者の情報を集約後、地域と協力して
普段の見守りと災害時の避難支援の備えにつなげます。
2 孤 立 世 帯 へ の 専 門 的 対 応
生活上のさまざまな課題を抱えている方や、必要な福祉サービ
スにつながっていない方などに対し、福祉専門職のワーカーが
ねばり強くかかわり、必要なサービスにつなげます。
3 認 知 症 高 齢 者 等 の 行 方 不 明 時 の 早 期 発 見
事前に登録している認知症高齢者等が行方不明になった場合に、
氏名や身体的特徴等の情報をメール・FAXで協力者に配信し、
行方不明時の早期発見につなげます。

皆 様 の ご 協 力 を お 願 い し ま す ！皆 様 の ご 協 力 を お 願 い し ま す ！

ご 家 庭 などの「もったいない 」を「ありがとう」に・・・ご 家 庭などの「もったいない 」を「ありがとう」に・・・
フ ー ド ド ラ イ ブフ ー ド ド ラ イ ブ

様々に活用されて
います！

様々に活用されて
います！

毎月第3土曜日
11：30～13：30
阿倍野筋4-7-17

毎月第3土曜日
11：30～13：30
阿倍野筋4-7-17

阿倍野区
地域における要援護者の見守りネットワーク強化事業

見守り相談室

（ 見 守 り 相 談 室 の 役 割 ）

区社協・地区社協役員

87名

63名

◀当時の阿倍野区役所庁舎

あべのボランティア・活動センターオープン▲

▲つながりフェスタ

当時のボランティアビューロー▶

えいち　
創刊号▶

◀わいわい
　トーク
  （住民懇談会）
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生島  將光
伊藤  康子
岩上  勝治
榎本  八郎
太田  昌代
小倉  美保子
神山  三和子
阪口  眞砂代
佐藤  慶子
杉本  勝治
高尾  扶美子
辻村  幸雄
古川  芳子
松本  泰輔
丸山  八重子
吉井  啓祐

池田  千恵
伊藤  厚子
王  玲子
大原  昇吾
大和田  弓子
梶嵜  九三子
梶原  敬子
梶本  行俊
熊野  壽子
源内  佳織
小泉  絢子
杉本  憲治
髙岡  祥介
伊達  節子
谷川  吉史
中内  淑子
永田  利惠
中山  惠

仁喜  美代子
疋田  真治
藤澤  範子
藤田  実由貴
古井  文男
古井  洋子
真下  博子
宮本  忠
宮脇  信子
村井  文
森本  由美子
山口  周子
山本  敏子

浦崎  明彦
浦崎  佳代
浦崎  信行
小西  努
小林  洋子
清水  英孝
瀧本  冷子
布本  眞貴子
波多野  陽子
疋田  博子
山本  博章
湯澤  美知枝

秋元  裕美子
網野  乃芙子
井上  喜世子
植木  弘子
清水  正興　
清水  洋子　
鶴澤  初心子
又　  宗治

大森  益之
中山  行男
橋本  武
藤川  和子
本田  律子
山縣  文治

石田  恵美子
浦田  ヤス子
衣斐  雅一
尾上  光代
河田  時枝
楠谷  智彦
御所名  恭子
寺岡  佳子
中口  英昭
中村  行雄
中山  芳子
西坂  幸子
濱野  豊美子
東田  一子
東田  人次
水口  孝子
村上  初枝
森田  恵子
八代  常男

青山  昭雄
茨木  市代
今井  恵美子
大久保  敏
太田  敏子
岡  えみ子
島田  茂子
白鳥  温美
白草  類子
新澤  美恵子

高崎  泰治
竹嶋  久美子
田中  愛
茶弘  安朗
平井  恵子
平井  小夜子
平井  フデノ
平井  美代子
水本  一夫
宮田  系子
森尾  隆一
保田  雅子
山村  勇
渡邊  隆一

石橋  洋
勝沼  良一
瀬尾  洋美
妹尾  美代子
長瀬  喜代子
狭間  美知代
福田  ゆき子
藤田  一夫
前島  博和
松尾  雅泰

石橋  一昭
石橋  三枝子
板谷  歌子
稲場  政和
井上  敏子
井上  礼子
入江  義雄
植村  早苗
宇埜  ヱミ子
衣斐  トモ子
奥田  充子

加藤  初子
木村  輝久
小角  泰子
小林  清栄
榊原  登代子
坂本  貞範
坂本  佳代
定兼  廣行
佐藤  勲
髙市  勢津子
竹田  彰夫
竹田  輝子
竹野  良枝
地林  勇気
寺尾  洋子
戸田  和子
永岡  正己
鍋谷  皐月
橋村  恵子
橋本  忠彦
長谷川 麻美子
樋口  孝夫
樋口  多美子
平尾  佳子
福井  清子
藤林  宗晃
藤林  志保
藤林  義子
町田  康子
松本  良子
三木  玉子
宮城  茂子
宮脇  二郎
森  正男　
森  輝代
山本  和代
柚木  璃美子

　田  雅宏
渡邊  雅子

石田  宏
牛尾  幸子
大津  恵津子
亀田  明子
倉光  愼二
黒田  るり
小林  京子
新藤  忠夫
竹村  定子
谷浦  恒子
寺田  登紀子
冨田  慶子
中尾  豊子
鍋谷  桂子
濵  康子
濱口  貞代
久留  堅次
藤澤  健二
満田  和美
森  敬子
森  満江
山口  敏雄

秋田  大輔
入江  秋洽
桂川  健介
佐藤  禎真
篠﨑  敦子
村尾  光宥
山口  育子
山梨  徳治

阿倍野区健康づくり推進協議会 梅の会
阿倍野区食生活改善推進員協議会
阿倍野区体育厚生協会
阿倍野区母と子の共励会
阿倍野区民生委員児童委員協議会
阿倍野区老人クラブ連合会
あべのグリーンカレッジ
阿部野神社
阿倍野センタービル株式会社
阿倍野防犯協会
阿倍野連合寿会
一般社団法人  大阪市阿倍野区医師会
医療法人  河島医院
医療法人  健友会  帝塚山病院
医療法人  山田医院
大阪帝陵ライオンズクラブ
岡医院
株式会社  日本介護医療センター
株式会社  曲田商店
カインド介護センター
手話サークル  桜花
手話サークル  若草
昭和町５丁目町会
晴明丘連合町会
晴明通町会
特定非営利活動法人  ワークステージ
文の里地区社会福祉協議会・
　　　　　　　文の里連合町会
わたぼうしケアセンター阿倍野

法 人・団 体 会 員個 人 会 員 238名 30団体

高 

松
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塚

文 
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里

長 

池
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倍 

野
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丘

阪 

南

区 

外

常 

盤

大
阪
市
フ
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・
サ
ポ
ー
ト
・
セ
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業
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提
供

会
員
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、ク
レ
オ
大
阪
が
実
施
す
る『
子

育
て
支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
養
成
講
座（
24
時
間
）』を
受
講

し
な
い
と
会
員
登
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ま
せ
ん
が
、こ
の
講
座
を
受
講

す
る
こ
と
で
一
部
免
除
さ
れ
る
講
座
が
あ
り
ま
す
。

阿倍野区内には、高齢者の方が集い、つながり、いきいきとした生
活をめざす活動がたくさんあるのはご存じですか？ このような地
域の素敵な場所が一目でわかるマップを地域ごとに作成しました。
コロナの影響でお休みされている活動もありますが、感染対策を
徹底して実施している活動もあります。
マップは各地域会館や、区役所、地域包括支援センター、区社協に設置しています。

（令和２年２月～令和３年２月受付分）
一般寄付

●大阪府宅地建物取引業協会  なにわ阪南支部
●カインド介護センター （２回）
●阿倍野区いけばな協会
●株式会社イトーヨーカドー  あべの店 （２回）
●（故）旭  房子
●匿名

……… 50‚000円
………………………… 60‚000円

………………………………… 50‚000円
………… 34‚765円

……………………………………………… 30‚000円
……………………………………………………… 27‚042円

◎車いすは、社会福祉協議会の車いす短期貸し出し事業で活用
しています。マスクは、各地域の連合振興町会を通じて広く
配布し、また窓口でもお渡ししました。

◎お菓子と食料品は、食料支援活動（フードドライブ）として活
用し、物品のご寄付は、子育て支援施設、ボランティアグルー
プ等の活動に活用しました。

◎金銭でのご寄付は、寄付者のお気持ちを尊重して厳正な審査
により払い出しを行っています。今年度は7月に46団体に対
して総額3‚875‚000円を払い出し、阿倍野区内の各団体・施
設・ボランティアグループなどで活用していただいています。
詳細は前号の「えいち」で報告いたしました。

阿 倍 野 区 福 祉 善 意 銀 行
（順不同・敬称略）令 和 2 年 度の賛助会員の皆さんです！

コロナに負けない、
健康な体づくりをはじめましょう！

誰もが住み慣れた地域で安心して暮らし続けるために
  優しい取組み・見守り活動を推進しています

第20回

5/28～7/2（毎週金曜日 午前10時～正午）
他、実習半日

●定員20名（多数抽選）  ●一時保育5名
●費用1,000円（資料代・保険料含む）

阿倍野区子ども・子育てプラザ
TEL/FAX.06-6623-1775

〒545-0021 阿倍野区阪南町2-23-2

子育てボランティア
養成講座

18～65歳未満に認知症を発症した場合、若年性認知症といいます。
若年性認知症は、働き盛りの世代にも起こり、本人だけでなく

家族の生活への影響が高齢者に比べて大きく、
本人や家族に様々な支援が必要です。

若年性認知症と診断を受ければ、介護保険サービスの利用も可能です。
あべのオレンジチームは、専門相談大阪府若年性認知症支援

コーディネーターと連携し、ご相談に応じます。

あべのオレンジチーム
TEL.06-6628-1300

老人福祉センター阿倍野区

サ
ー
ク
ル
生
募
集
！

受
講
生
募
集
！

コロナの影響で、おうちで過ごすことが多くなりました。
気分が落ち込んだり、体を動かす機会が減っていませんか？
コロナの影響で、おうちで過ごすことが多くなりました。
気分が落ち込んだり、体を動かす機会が減っていませんか？

皆さんの毎日が少しでもリフレッシュできるように、また健康でいるために、
コロナに負けない体づくりに役立つ情報を２つご紹介します！

「 阿 倍 野 区 集 い の 場 マップ 」「 阿 倍 野 区 集 い の 場 マップ 」

「身体を動かしたいけど、なかなか外出できず困っている…」
　「家の中でも運動不足にならないためにはどうしたらいいの？」
そんなとき「あべのちょこっと体操」はいかがですか？
いきいき百歳体操を少しアレンジし、いつでも、どこでもできる体操DVDを
作成しました。地域のみなさん、関係機関のみなさんへのお渡し方法を検
討中です。またチラシ等でお知らせいたします。ぜひご活用ください。

「 あ べ の ちょこっと 体 操 D V D 」「 あ べ の ちょこっと 体 操 D V D 」

生活支援コーディネーター  TEL.06-6628-1212

令和３年1月31日現在（順不同・敬称略）

丸 

山

王 

子

ほか匿名２団体

ご
支
援
・
ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

こ
れ
か
ら
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す

報
告

払
い
出
し
報
告

ほか匿名３2名

日常業務の範囲内で、「汚れた衣服や季節はずれ
の服を着ているな」「あれ？ちょっと様子がおか
しいな」と気づかれたら、区社会福祉協議会や区
役所などへ連絡していただきます。連絡を受け
ますと、関係機関と連携して速やかに対応します。

老人福祉センターでは、高齢者の方々に健康で生きがいのある生活を
していただくために教養サークルをはじめ季節の行事・各種講習会など
一年を通じて様々な催し物を実施しています。また、健康で生きがいの
ある生活をしていただくために必要な各種の相談も行っています。

＊囲碁・将棋は新型コロナ感染拡大防止のため、約２時間をめどに予約制にてご利
用いただいています。ご利用の際は、前日の午後５時までにご予約ください。

オレンジパートナーとは、『認知症の人にやさし
い取組みを実施する企業・団体等』です。オレン
ジパートナーの登録企業・団体を発信していき、
その輪が広がることにより、認知症の人が安心
して生活できるまちづくりをめざしています。

　賛助会費は高齢者や障がい者の福祉活動、子育て活動支援、
ボランティア育成活動等、社会福祉協議会の事業を応援いただく
貴重な独自資金として大切に使わせていただきます。

個　人 一口 
団体・法人 一口

１,０００円
１０,０００円

あべのあんしんステーション サークル名 募集枠

生　花

書　道

俳　画
紙　画

【 老 人 福 祉 センター  ご 利 用 案 内 】
利用時間…午前10時～午後5時
利用料…無料（但し、行事等要実費）
休館日…日、祝祭日、年末年始（12/29～1/3）

阪南町
5-12-26

TEL.06-6623-8052　
FAX.06-6623-2876

地下鉄「西田辺」駅下車①・③号
出口より北西へ徒歩約５分
シティバス「阪南町５丁目」バス停
より北へ徒歩約５分

日　　　時

第1（火）

第１（月）
第４（土）
第１（水）
第２（金）

午前10時～11時
午前11時～正午

午前10時～正午
午前10時～正午

午後1時30分
　　 ～3時30分

１組
２組
１組
２組
１組
ー

問合せ…TEL.06-6628-1212

オレンジパートナー

問合せ…

（阿倍野区社会福祉協議会）

（阿倍野区認知症強化型地域包括支援センター）TEL.06-6628-1400

費　　　用

月1,100円

月600円

6ヶ月3,300円
月1,000円

認知症かな？
と思ったら…

お気軽にご相談ください

『若年性認知症』とは？

あべのオレンジチームあべのオレンジチーム

たくさんの 企 業・団 体 からの
ご 協 力をお待ちしています！ 
たくさんの 企 業・団 体 からの
ご 協 力をお待ちしています！ 

コミュニティ育成基金
●一般社団法人 大阪市コミュニティ協会  阿倍野区支部協議会… 2‚000‚000円

………… 100‚000円
… 100‚000円
… 1‚040円

…………………………… 100‚000円

指定寄付
●株式会社Tumugu（ツムグ） （子育て支援として）
●江副敬子（認知症・障がい者への支援、社会から孤立する家族や困窮するこどもたちへ）
●一般社団法人 codomotoままちっち （子育て支援として）
●匿名 （困窮するこどもたちへ）

……………………………………… お米180kg
… 車いす3台・マスク（手づくりを含む）695枚
…………………………… マスク10‚000枚
……………………………… マスク54枚

……………………… お菓子各種
…… ドロップ（お菓子）240個

…………… マスク計464枚・食料品各種・手芸用品（ハギレ）・
子育て用品（ベビーカー・ベビースケールなど）・図鑑８冊

物品寄付
●株式会社曲田商店
●ハクジュプラザあべの店
●大阪ランド株式会社
●coffee kissa パールズ
●ボランティアグループ トントン
●株式会社イトーヨーカドーあべの店
●匿名
   （14件）

段取りが悪くなり
作業効率が
低下する

段取りが悪くなり
作業効率が
低下する

段取りが悪くなり
作業効率が
低下する

ご近所の方が定期的に季節のお花を植えてくださり、
お手入れも地域の皆さまにご協力いただいています。

区社協の花壇にお花（パンジー）をご寄付いただきました!区社協の花壇にお花（パンジー）をご寄付いただきました!

もっと

もっと

関心のある方はお気軽にお問い合わせください！

その2

その1

賛助会員はいつでも募集しております！

専用の振替用紙は阿倍野区
社協窓口にございます。

ハガキ・電話・FAXにて「住所・氏名・年齢・応募動機」を
明記して、お申し込みください。  ★5月８日（土）必着

口座番号 ・ゆうちょ銀行（郵便局）　00970‒8‒60169
・他の金融機関からのお振込みは
  ゆうちょ銀行　099（ゼロキュウキュウ）店  当座 0060169

加入者名 社会福祉法人  大阪市阿倍野区社会福祉協議会

阿倍野区社協だより「えいち」第６０号／２０２１.３2 阿倍野区社協だより「えいち」第６０号／２０２１.３ 3

いつもありがとうございます！

アク
セス

賛 助 会 員 への
ご 協 力をお 願いします！ 春

が
楽
し
み
！

春
が
楽
し
み
！

やる気が
でない
やる気が
でない
やる気が
でない

複数の作業を
同時並行で
行えない

複数の作業を
同時並行で
行えない

複数の作業を
同時並行で
行えない

三井住友
銀行

関西みらい
銀行

阪南小 地
下
鉄
御
堂
筋
線「
西
田
辺
」駅

N

庚 

申 

街 

道
南 港 通

育徳園

阿倍野区
老人福祉センター

令和２年度 赤い羽根共同募金
（令和２年１０月１日～１２月３１日）

阿倍野区内での募金総額

街頭募金
地域戸別募金
365日設置募金箱
バッジ、QUOカード、図書カード
学校募金
個人の方からの募金

…………………………… 122，611円
…………………… 4,949，271円
…………………… 54，856円

…… 855，500円
…………………………… 144，955円

………………… 46，600円

報
告

募金の使いみちは、「赤い羽根データベース
はねっと」で公開されています。
https://hanett.akaihane.or.jp/　

皆さまからの募金は、大阪府共同募金会を通じて配分され、
阿倍野区の地域福祉活動や各種団体に
ご活用いただいております。

 …… 6,173，793円

早期発見・早期診断が大切です。
受診先もご相談ください。

早期発見・早期診断が大切です。
受診先もご相談ください。

～ こ の よ う な こ と は あ り ま せ ん か？ ～～ こ の よ う な こ と は あ り ま せ ん か？ ～

～若年性認知症の方の支援もしています～～若年性認知症の方の支援もしています～

早期発見！ 早期診断！
●● 病院
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阿倍野区社協だより

阿倍野区社協だよりは、共同募金配分金を活用して作成しています。◎阿倍野区社協だより「えいち」に対する感想やご意見がございましたら、お気軽にお寄せください。
TEL.０６‒６６２８‒１２１２　FAX.０６‒６６２８‒９３９３ 

えいち
社会福祉法人 大阪市阿倍野区社会福祉協議会

大阪市阿倍野区帝塚山１－３－８  阿倍野区在宅サービスセンター内
TEL.06-6628-1212   FAX.06-6628-9393 

『えいち』の命名は、
「健康（Health）で
希望（Hope）にあふれる
人類愛（Humanity）に満ちた
幸せ（Happiness）をめざして
助け合う（Help）
我が町（Home town）阿倍野」
の頭文字 Hから
『えいち（英知）』と名付けました

編集・
発行

阿倍野区社協だより「えいち」第６０号／２０2１.３ 阿倍野区社協だより「えいち」第６０号／２０２１.３4 1

英知
E i c h i

http://www.abenokushakyo.jp

昭
和
昭
和

平
成
平
成

令
和
令
和

検索阿倍野区社会福祉協議会

社会福祉法人  大阪市阿倍野区社会福祉協議会は、設立7 0周年を迎えました社会福祉法人  大阪市阿倍野区社会福祉協議会は、設立7 0周年を迎えました

ご あ い さ つご あ い さ つ

地域のみなさんとともに歩んだ7 0年地域のみなさんとともに歩んだ7 0年

長く社会と関わっていない
仕事がなかなか決まらない
子どもの進路や将来が心配（不登校・高校中退）
経済的な不安や悩みがある
不安定な雇用のため生活が安定しない  など

かかえこまずに、まずはご相談ください
セーフティーネットを活用し、あなたを応援いたします

新型コロナウイルス感染症の影響で
　生活にお困りの方の相談も受け付けています

新型コロナウイルス感染症の影響で
　生活にお困りの方の相談も受け付けています

対
象
者

相
談
窓
口

区内にお住まいで、
不安定な雇用形態や低収入のため、
生活に不安を感じている方

阿倍野区役所 １階７番窓口 TEL.06-6622-9795
月～金曜日　
【相談用メールアドレス】abeno-konkyu@dune.ocn.ne.jp

午前9時～午後5時30分（祝日、年末年始を除く）

TEL.06-6627-4600

永岡 正己

大阪市阿倍野区
社会福祉協議会

会長

社会福祉法人

生活保護
受給中の方は

担当ケースワーカー
にご相談ください

生活保護
受給中の方は

担当ケースワーカー
にご相談ください

下 記 の 窓 口 で は 、い つ で も 受 け 付 け て い ま す下 記 の 窓 口 で は 、い つ で も 受 け 付 け て い ま す

食品寄付に関する注意点…食品寄付に関する注意点… ①賞味期限が１ヶ月以上あるもの  ②常温で保存可能なもの  ③未開封であること①賞味期限が１ヶ月以上あるもの  ②常温で保存可能なもの  ③未開封であること

「こども食堂」とは、地域の子どもたちに食事を提供し、地域の交流拠点と居場所づくりに取組む、地域が主体となった活動です。「こども食堂」とは、地域の子どもたちに食事を提供し、地域の交流拠点と居場所づくりに取組む、地域が主体となった活動です。

1951（昭和 26）年、戦後の復興がまだ続くこの時代に、阿倍野区での地域福祉の推進に
取組む団体として阿倍野区社会福祉協議会が設立され70年を迎えました。
新型コロナウイルス感染症の影響で、本来ならみなさんとともに祝う記念式典を行うこと
ができなくなりましたが、現在作成中の記念誌で70年の歩みを振りかえる予定です。
この紙面では、70年の主なできごとをまとめてみました。

●1951（昭和26）年1月31日設立
事務局は、阿倍野区役所に置かれる

●地区社協強化のための規約改正
●王子地区が「地域福祉活動モデル地区」の指定を受ける
●阿倍野区婦人ボランティアスクールを開講し、修了生でボラ
ンティアグループを結成

●丸山地区が「モデル地区」指定、さらに長池地区（’79年）高松
地区（’83年）と続く

●丸山地区で配食型の高齢者食事サービスを開始
●市内初の「ボランティア・ビューロー」を設置し、事務局を
「育徳コミュニティセンター」に置く
●広報紙「えいち」創刊
●阪南地区で会食型の高齢者食事サービスが開始
●ボランティア・ビューローの運営が区社協に移管
●社会福祉法人として新たなスタート
●帝塚山の現在地に「阿倍野区在宅サービス
センター」竣工、区社協事務局となる。在宅介
護支援センター、通所介護事業等を開始

●「おもちゃ図書館」が区社協にオープン
●「介護保険制度」がスタート。居宅介護支援事業所を設置
●小地域ネットワーク活動の取組みを地区社協とともに推進。
以降、地域ネットワーク委員会の設置とネットワーク推進員
の配属もはじまる

●50周年記念事業
●広く区民に参加を呼びかけて「阿倍野区地域
福祉行動計画」を策定。4つの行動グループが
具体的な地域活動を開始

●「地域包括支援センター」を設置
●60周年記念事業
●地域福祉コーディネーターの配属が地域ではじまる。
「あべの安全安心・見守りささえ合い隊事業」がスタート。
地域での要援護者名簿の登録がはじまる

●区内の４つの福祉イベントが「あべのつながりフェスタ」
として同時開催

●地域での「わいわいトーク（住民懇談会）」の意見を盛り込み、
「阿倍野区地域福祉計画」を策定
●「見守り相談室」を設置。
コミュニティ・ソーシャル・ワーカーが配属される

●「あべのボランティア・活動センター」がオープン
●認知症初期集中支援推進事業が開始。
愛称は「あべのオレンジチーム」

●新型コロナウイルス感染症対
策の中で、各地域で工夫をこ
らした地域活動が行われる

●設立70周年を迎える
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西暦 主 な で き ご と

　阿倍野区社会福祉協議会はこのたび70周年を
迎えることになりました。1951（昭和26）年1月
31日に社会福祉事業法制定にもとづいて設立され
てから、今日まで区の地域福祉の推進を目的とし
て歩んでまいりました。これもひとえに区民の皆様、
関係団体の皆様、歴代会長はじめ役員の皆様のご
支援・ご協力の賜物と心よりお礼申しあげます。
　今はコロナ感染拡大が続き、緊急事態宣言が出
される中で、皆様、心配の多い日々を過ごしておら
れることと思います。早く収束して、明るい日々が
やって来ますように、そして広がる生活困難な状態
が解決しますように祈念しております。
　区社協では、地区社協活動、社会福祉施設・団体、
ボランティア・ＮＰＯ、地域包括支援、見守り支援、
老人福祉センターの事業など、様々な活動を通して、
暮らしを支え、地域のつながりを共につくる活動を
行なっています。今はいつもどおりの活動が出来
ませんが、離れていてもつながり合う方法も工夫し
て、必要な方に支援が届くように取り組んでいます。
どうぞ何でもご相談ください。
　70周年にあたり、皆様と共にこの時代をのり
越え、知恵を出し合って必要な活動を生み出し、
誰もが安心して幸せに暮らせる地域福祉
の発展に努力したいと思います。これ
からもご支援のほど、よろしく

お願い申しあげます。

70周年に際し、地区社会福祉
協議会活動に貢献があり、こ
れまでの記念大会で表彰を受
けていない方々に表彰状・感謝
状をお渡しします。

表彰状を受けられた方

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

感謝状を受けられた方

区社協・地区社協役員

老人福祉センター
（阪南町5-12-26）
老人福祉センター
（阪南町5-12-26）

常盤西会館
（松崎町1-2-50）
常盤西会館

（松崎町1-2-50）
仕事・生活・自立相談あべの
（阿倍野区役所1階 7番窓口）
仕事・生活・自立相談あべの
（阿倍野区役所1階 7番窓口）

阿倍野区社会福祉協議会
（帝塚山1-3-8）

阿倍野区社会福祉協議会
（帝塚山1-3-8）

2005年から翌年にかけて、「みんなで支えあいながら、自分らしく
安心して暮らせる地域づくり」をめざす、阿倍野区地域福祉行動計
画を策定。あいちゃんは、策定委員会広報紙「きずな」に登場する
イメージキャラクターとして誕生しました。
福祉イベント「あべの愛♡博覧会」（のちに「つながりフェスタ」の
一員となる）で名前を募集し、「あいちゃん」と命名。2006年３月
に計画は策定され、その後あいちゃんは、阿倍野区社会福祉協議
会のマスコットキャラクターとなりました。

◎マスコットキャラクター「あいちゃん」の誕生まで◎マスコットキャラクター「あいちゃん」の誕生まで

「 こど も 食 堂 」「 こど も 食 堂 」コロナ禍だからこそ…コロナ禍だからこそ… がんばっています！がんばっています！
・・・・・・・阿 倍 野 区 内 の 居 場 所 も 少 しず つ 増 えて き ま し た・・・・・・・・・・・・・・阿 倍 野 区 内 の 居 場 所 も 少 しず つ 増 えて き ま し た・・・・・・・

仕事•生活•自立相談あべの

仕事・生 活・自 立 相 談 あ べ の

阿倍野区見守り相談室

そのお困りごと、ご相談ください！

と
き
わ

こ
ど
も

食
堂

と
き
わ

こ
ど
も

食
堂

A n n i v e r s a r y

!

1

ご家庭などで消費しきれない食品（例えば贈答品や、つい買いすぎてしまったもの）などを持ち寄り、
こども食堂や団体・個人等を支援する活動です。

ご家庭などで消費しきれない食品（例えば贈答品や、つい買いすぎてしまったもの）などを持ち寄り、
こども食堂や団体・個人等を支援する活動です。

不定期
阪南町3-29-7
不定期
阪南町3-29-7

毎週火曜日 
16：00～18：30
阪南町1-2-1

毎週火曜日 
16：00～18：30
阪南町1-2-1

要 援 護 者 名 簿 へ の 同 意 確 認と名 簿 整 備
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たくさんの方においしい食事を楽しく
食べてほしいという思いでオープン
しましたが、コロナ禍での開催
が難しく、今はお弁当という
形で温かい食事を提供さ
れています。 コロナ禍、地域の会館に移転することとなりました。

ますます人と人とのふれあいを大事に地域でこども
を見守り支えるという熱い思いでされています。

こんな時だからこそ地域住民が気軽に
参加できる居場所をオープンしまし
た。こども達と高齢者が交流で
きる工夫を地域とボランティ
アが考え運営されています。

　日頃の見守り活動や地域のつながりづくりのため、阿倍野
区社協の中に「見守り相談室」が設置されています。
　ご本人、ご家族、地域の方、気になることがございましたら、
まずはお気軽にご相談ください。

行政が保有する行政情報をもとに、対象者へ同意書を発送します。
本人の同意を確認し、要援護者の情報を集約後、地域と協力して
普段の見守りと災害時の避難支援の備えにつなげます。
2 孤 立 世 帯 へ の 専 門 的 対 応
生活上のさまざまな課題を抱えている方や、必要な福祉サービ
スにつながっていない方などに対し、福祉専門職のワーカーが
ねばり強くかかわり、必要なサービスにつなげます。
3 認 知 症 高 齢 者 等 の 行 方 不 明 時 の 早 期 発 見
事前に登録している認知症高齢者等が行方不明になった場合に、
氏名や身体的特徴等の情報をメール・FAXで協力者に配信し、
行方不明時の早期発見につなげます。

皆 様 の ご 協 力 を お 願 い し ま す ！皆 様 の ご 協 力 を お 願 い し ま す ！

ご 家 庭 などの「もったいない 」を「ありがとう」に・・・ご 家 庭などの「もったいない 」を「ありがとう」に・・・
フ ー ド ド ラ イ ブフ ー ド ド ラ イ ブ

様々に活用されて
います！

様々に活用されて
います！

毎月第3土曜日
11：30～13：30
阿倍野筋4-7-17

毎月第3土曜日
11：30～13：30
阿倍野筋4-7-17

阿倍野区
地域における要援護者の見守りネットワーク強化事業

見守り相談室

（ 見 守 り 相 談 室 の 役 割 ）

区社協・地区社協役員

87名

63名

◀当時の阿倍野区役所庁舎

あべのボランティア・活動センターオープン▲

▲つながりフェスタ

当時のボランティアビューロー▶

えいち　
創刊号▶

◀わいわい
　トーク
  （住民懇談会）


